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今やロボットは私たちに身近な存在です。ロボットというと，一般的に人間の代わりに作業するモ
ノとして認識されますが，実は，人間に対して行動や言葉などを引き出す存在でもあるのです。こ
のロボットとの関係性からコミュニケーションについて改めて考えましょう。（柏崎秀子）

アフォードするロボット

お掃除ロボットとの暮らし
　お掃除ロボットが部屋の中を
縦横に動き回る姿はとても面白
い。まっすぐに走り出したかと思
うと，壁やテーブルの脚にぶつか
りぶつかりしながら，進行方向を
巧みに変えていく。ときには壁に
沿うように小刻みに動き，隅の埃
を丁寧に吸い上げる。所詮は〈機
械〉なのに，甲斐甲斐しくお掃除
をしているようにも映るのだ。し
ばらく走り回った後は，バッテ
リーが消耗したのを見計らいつ
つ，自らの充電基地に戻ってい
く。疲れたように小さく腰をフリ
フリさせる仕草がかわいい。集め
られた埃の量をみて，思わず「ご
苦労さん！ よく頑張ったね」と
労い言葉を掛けそうにもなる。
　しばらく同居を続けてみると，
その〈弱さ〉も気になる。コード
類に巻きついてギブアップ，椅子
やテーブルの脚に囲まれ，袋小路
から抜け出せなくなることも。そ
うしたこともあり，電源を入れる
前に，なにげなくケーブル類を片
付け，椅子やテーブルを整えてあ
げる。気がつけば，その部屋の中
は整然と片付いているのだ。
　いったいこの部屋を綺麗にした

のは誰なのか。私一人で片付けた
わけではない，お掃除ロボットの
働きだけでもない。「一緒にその部
屋を片付けていた，あるいはロボッ
トは私を味方につけながら片付け
ていた」とはいえないだろうか。
〈弱さ〉を〈ちから〉に

　こうした事態は，人とロボット
との関わりを探るHRI研究にお
いて，新たな視点をいくつか提
供してくれる。一つには，「甲斐
甲斐しく……」と表現したよう
に，その振る舞いは計らずも私た
ちの「志向的な構え」を上手に引
き出していることだ。ただの〈機
械〉としてみれば，「コードに巻
きついて，ギブアップしやすい」
ことは一つの技術的な欠陥にすぎ
ない。けれども，この〈弱さ〉は
他者のアシストを引き出す上で本
質的な役割を果たしている。そ
の〈弱さ〉は〈ちから〉として機
能していたということだろう。と
同時に，この〈機能の不完結さ〉
は，私たちにお掃除に参加する余
地，人との共同行為を生み出す余
地を与えていたのだ。
　それとロボット研究の中で，こ
の〈弱さ〉を抱えつつ他者からの
アシストを上手に引き出しながら，

目的をスマートに達成するような
ロボットはまだ十分に議論されて
はいない。これら関係論的な行為
方略を「社会的スキル」と捉える
なら，ロボットにはまだ備わって
いないものだったのである。
　コミュニケーションの一つの事
態としては，なにか困っているか
のようなロボットの姿を目にし
て，周囲の者が「思わず助けてし
まう」ということに注意したい。
それは私たちの身体を思わず揺り
動かすような「場」を生み出して
いる。他者を説得する力を備える

「パースエーシブ・ロボティクス」
に関する一つの側面としても興味
深いだろう。
　加えて留意したいのは，「この
ロボットを助けたほうも，悪い気
はしない」ということである。む
しろ「助けてあげることができ
て，ちょっとうれしい」，「一緒に
部屋の中を片付けることができて
うれしい」という感覚も生まれ
る。乳幼児と養育者との関わりの
中で，「手の掛かる子どもほどか
わいい……」という感覚に近いも
のだろうか。「ロボットを助けて
あげた」と思いつつも，「ロボッ
トを支える存在として，そのロ
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ボットによって価値付けられる」
という相互構成的な関係を生み出
しているのである。
〈委ね〉と〈支え〉

　お掃除ロボットは，壁にぶつか
ることを知っていて，なぜそのま
まぶつかるのか。なんだか愚かし
くもあるけど，この振る舞いは他
人事とは思えない。酩酊して，薄
暗い街の中を電柱や塀にぶつかり
ぶつかりしながら歩くこともある。
あるいは，異国の地などで見知ら
ぬ街に降り立ったとき，その路地
をとりあえず歩き出してみる。人
の流れや建物の並びを頼りに街の
中をしばらく彷徨う。行き止まり
に気づいて，他の路地へと歩みを
進める。私たちは街の中を歩こう
としているのだけれど，同時にこ
の街が私たちを歩かせてもいる。
　お掃除ロボットの振る舞いもそ
れと似ている。とりあえず前方へ
と突き進み，部屋の壁に押し返さ
れるようにして，次に進むべき方向
を見出していく。障害物に思えた
椅子やテーブルの脚も，このロボッ
トのランダムな進行方向を生み出
す上で一役買うものだ。これらを
味方につけつつ，部屋の中をまん
べんなく掃除していたのである。
　私たちの身体の行動様式も例外
ではない。「動歩行」と呼ばれる
歩容の研究が明らかにしたよう
に，何気なく踏み出した一歩は，
地面からの支えを得て，動的なバ
ランスを維持する。上手に地面か
らの支えを利用して，効率の良い
歩行を実現している。私たちは地
面の上を歩くと同時に，その地面
が私たちを歩かせている。これは
地面に対する信頼があって可能と
なるものだ。
　この地面の働きを他者という

「社会的な環境」に置き換えるな
ら，会話の中で発話を繰り出すと
いう行為も「動歩行」における何

気ない一歩のようなものだろう。
きっと相手は応えてくれるはず
と，すこしドキドキしながら「お
はよう！」と挨拶してみる。そし
て何らかの応答にホッとしてい
る。こうした他者に〈委ねる〉こ
とと，それを〈支える〉ことの拮
抗した関係の中に，会話の〈場〉
が生まれる。相手からの応答責任
を引き出すのは，その発話が他の

〈支え〉を予定して繰り出された
ことを，自分の身体を介して感じ
るためだろう。
　お掃除ロボットの振る舞いに思
わず自分を重ねてしまう。段差に
落ちてもがくロボットを思わず助
けてあげてしまう。同じ容姿では
ないにもかかわらず，その対象に
自分の身体を重ねてしまうのは，
その環境との切り結びの様式に何
らかの同型性を備えるためなの
だ。「実体としての同型性」に対
して，「関係としての同型性」と
呼ぶものである。
〈弱いロボット〉を作る

　こうした議論の中から，他から
のアシストを予定しつつ，その支
えの中で一緒に行為を組織するよ
うな，少し〈手の掛かるロボッ
ト〉や〈弱いロボット〉がいくつ
か生まれてきた。
　その一つは，一人ではゴミを拾
えないけれど，子どもたちのアシ
ストを上手に引き出しながら，結
果としてゴミを拾い集めてしま
う〈ゴミ箱ロボット〉である。ロ
ボットにとって，広場の中でゴミ
を見つけ，それを拾い上げるのは
難しい。そこでマゴマゴしたり，
ヨタヨタと子どもたちにすり寄っ
てみる。すると子どもたちはロ
ボットの気持ちを察してか，辺り
からゴミを探してきて投げ入れて
くれる。そのロボットからのぺこ
りとのお礼に悪い気はしない。と
てもローテクなロボットにもかか

わらず，こうした関係性の中で結
果としてゴミを拾い集めてしまう
のである。

　もう一つは，聞き手の目線を気
にしながらトツトツと語りかける

〈トーキング・アリー〉である。
「あのね，こんどね，とうきょう
でのね，オリンピックのね，かっ，
かいさいがね，きまったんだっ
て。しってた？」とネット上の
ニュースを引用しながら，その話
題を紹介しつつも，聞き手の関心
や注意が逸れると，「えーと」「あ
のー」と言い淀んだり，休止して
しまう。「あなたの話をちゃんと
聞いてますよ」という聞き手の聞
き手性を支えに，一緒に発話を組
織する点に特徴がある。相手の
目線を気にしながら言葉を選ぶ姿
はなにか臆病そうで弱々しくもあ
る。しかし，懸命に伝えようとす
る意思や相手に合わせようとする
優しさも伝わる。聞き手もそのも
どかしい発話に引き寄せられ，一
緒に発話に参加することを楽しん
でもいるのだ。

　こうした〈弱いロボット〉たち
とその詳細については，『ロボッ
トの悲しみ：コミュニケーション
をめぐる人とロボットの生態学』

（新曜社），『弱いロボット』（医学
書院）をご参照いただきたい。


